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Ⅰ 組織と事務分掌 

 

 

 

 

 

 

  

事務分掌 

⑴ こども福祉部の行政に関し調整を行うこと。 

⑵ 各種の福祉計画の総括に関すること。 

⑶ 地域福祉計画及び高齢者福祉計画の策定に関すること。 

⑷ 民生委員及び児童委員に関すること。 

⑸ 成年後見制度の総括に関すること。 

⑹ 再犯防止の総括に関すること。 

⑺ 原子爆弾被爆者、戦傷病者、戦没者遺族等の援護に関すること。 

⑻ 旧軍人・軍属の恩給等に関すること。 

⑼ 災害罹災者の応急援助に関すること。 

⑽ 社会福祉法人の認可等に関すること（他部課の所掌に属するものを除く。）。 

⑾ 社会福祉法人の指導監査に関すること。 

⑿ 障害者福祉施設、児童福祉施設（認定こども園を含む。）及び介護保険施設・

事業所の事業運営に係る監査等に関すること。 

⒀ 社会福祉協議会に関すること。 

⒁ 共同募金会、日本赤十字社等に関すること。 

⒂ 老人福祉施設の指定、入所措置等に関すること。 

⒃ 高齢者の虐待防止等に関すること。 

⒄ 高齢者の福祉に関すること。 

⒅ 高齢者福祉に関する事業を行うことを主たる目的とする社会福祉法人の認可

等（介護保険事業に係るものを除く。）に関すること。 

⒆ 社会福祉会館及び上山荘南館に関すること。 

⒇ たらみ福祉活動センター、多良見ローンボウルズ場、森山老人福祉センター、

高来ふれあい会館、高来しゃくなげ荘、高来屋内ゲートボール場、小長井さざ

んか会館及び小長井ゲートボール場に関すること。 

(21) 前各号に掲げるもののほか、こども福祉部の事務で他課の所掌に属しないもの。 

こ
ど
も
福
祉
部 

 

地
域
福
祉
課 

⑴ 障害者福祉計画及び障害児福祉計画の策定に関すること。 

⑵ 障害者の日常生活・社会生活の総合的な支援に関すること。 

⑶ 障害者の虐待防止及び障害者の養護者に対する支援等に関すること。 

⑷ 身体障害者、知的障害者及び精神障害者の福祉に関すること。 

⑸ 発達障害者、障害児の支援に関すること。 

⑹ 障害児の居宅生活の支援等に関すること。 

⑺ 福祉医療費（心身障害者に係るものに限る。）に関すること。 

⑻ 特別児童扶養手当に関すること。 

⑼ 障害者（障害児を含む。）福祉に関する事業を行うことを主たる目的とする社

会福祉法人の認可等に関すること。 

⑽ 新道福祉交流センターに関すること。 

障
害
福
祉
課 
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⑴ 子ども・子育て支援に関し総合的な企画及び調整を行うこと。 

⑵ 子ども・子育て支援事業計画の策定に関すること。 

⑶ 子ども・子育て支援給付（児童手当を除く。）に関すること。 

⑷ 教育・保育施設の確認に関すること。 

⑸ 教育・保育施設等の運営・整備等に関すること。 

⑹ 地域型保育事業等の認可に関すること。 

⑺ 保育の実施に関すること。 

⑻ 児童福祉費負担金に関すること。 

⑼ 放課後児童クラブに関すること。 

⑽ 病児保育に関すること。 

⑾ 児童福祉に関する事業を行うことを主たる目的とする社会福祉法人の認可等

に関すること（他課の所管に属するものを除く。）。 

⑿ 市立保育所に関すること。 

⒀ 児童館に関すること。 

こ
ど
も
政
策
課 

⑴ 生活保護の実施に関すること。 

⑵ 行旅病人及び行旅死亡人に関すること。 

⑶ 中国残留邦人等に対する支援給付に関すること。 

⑷ 生活困窮者の自立支援に関すること 

保
護
課 

⑴ ひとり親家庭等の支援に関すること。 

⑵ 家庭児童相談及び児童虐待の防止等に関すること。 

⑶ 児童手当に関すること。 

⑷ 児童扶養手当に関すること。 

⑸ 福祉医療費（子ども、母子、父子及び寡婦等に係るものに限る。）に関すること。 

⑹ 未熟児養育医療の給付に関すること。 

⑺ 助産施設及び母子生活支援施設に関すること。 

⑻ すくすく広場に関すること。 

⑼ こどもの城に関すること。 

子
育
て
支
援
課 
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Ⅱ 概況 

こども福祉部は、５課、２保育所、すくすく広場、こど

もの城で構成され、諫早市福祉事務所として執行する

障害福祉策、母子・児童福祉施策、高齢者福祉施策、生

活保護など援護と育成支援または更生の措置に関す

る関係法律に基づく事務事業を分掌し、各種事業を展

開しています。 

 

 

 

《地域福祉・援護》 

 少子高齢化の進行や、地方分権の推進などを背景に、

医療・保健・福祉分野などの社会保障制度全般につい

て改革が推し進められています。一方市民を取りまく

社会環境も著しく変化するなど福祉に対する需要も

増加・多様化しています。 

 このような状況を踏まえ、地域住民と行政が一体と

なり「まちづくり」「ひとづくり」の観点からさまざまな

福祉課題に取り組む「地域福祉」を推進するため「諫早

市地域福祉計画（健康福祉総合計画）」に基づき、次代

の要請に見合った計画的・総合的な事業展開に努めま

す。 

 

１ 地域福祉 

⑴ 民生（児童）委員の状況（主任児童委員を含む） 

令和５年４月１日現在 

地区名 委員定数 
現員数 

男 女 

中央中 23（2） 6（１） 15（１） 

上 山 21（２） 7 8（２） 

中央北 28（２９） 12（１） 16（1） 

中央西 17（２） 8 8（２） 

小 栗 22（２） 4（１） 14（1） 

小 野 15（２） 4（１） 11（１） 

有 喜 11（２） 6（１） 5（１） 

真津山 34（２） 13（１） 19（１） 

西諌早 22（２） 7 12（２） 

本 野 8（２） 2 6（２） 

長 田 18（２） 9 9（２） 

多良見 32（２） 17（１） 14（１） 

森 山 14（２） 6 7（1） 

飯 盛 19（２） 6 13（２） 

高 来 24（２） 9 15（２） 

小長井 14（２） 5 9（２） 

計 322（３２） 121（7） 181（24） 

（ ）内主任児童委員（再掲） 

 

⑵ 社会福祉法人監査の状況 

 R２年度 R３年度 R４年度 

所轄法人 ４８法人 ４８法人 ４８法人 

 一般指導監査実施法人 １９法人 ２０法人 １７法人 

  文書指摘を行った法人 ４法人 １０法人 ６法人 

 特別指導監査実施法人 ０法人 ０法人 ０法人 

 

２ 福祉諸対策 

⑴ 旧軍人、軍属、戦傷病者、戦没者遺族の援護事務 

令和５年４月１日現在 

戦没者数 4,００５人 

遺族団体 諫早市連合遺族会 

援護事務 ・戦没者等の妻に対する特別給付金 

・戦没者の父母等に対する特別給付金 

・戦傷病者等の妻に対する特別給付金 

・戦没者等の遺族に対する特別弔慰金 

 

⑵ 原爆手帳の所持状況等 

令和５年４月１日現在 

 手帳所持者 保健手当受給者 健康管理手当受給者 特別手当受給者 医療特別手当受給者 

R ２ 年 度  2,143人 8人 1,939人 24人 77人 

R ３ 年 度 1,999人 9人 1,798人 29人 65人 

R ４ 年 度 1,784人 9人 1,615人 28人 60人 
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《高齢者福祉》 

高齢者の在宅における自立した生活を支援するため、緊急通報装置の貸与、見守りネットワーク活動支援などを実施す

るとともに、老人クラブなどの生きがいづくり活動への支援、在宅生活困難者への生活の場の提供など、高齢者福祉サー

ビスの向上に努めます。 

 

⑴ 地域別に見た高齢化                                          令和５年４月１日現在 

 市全体 諫早地域 多良見地域 森山地域 飯盛地域 高来地域 小長井地域 

総人口（人） 134,380 92,088 16,196 4,900 7,005 9,489 4,702 

男 

女 

64,056 

70,324 

43,935 

48,153 

7,782 

8,414 

2,290 

2,610 

3,391 

3,614 

4,570 

4,919 

2,088 

2,614 

６５歳以上人口（人） 41,653 26,628 5,337 1,768 2,484 3,523 1,913 

男 

女 

17,834 

23,819 

11,327 

15,301 

2,363 

2,974 

743 

1,025 

1,075 

1,409 

1,552 

1,971 

774 

1,139 

高齢化率 31.0% 28.9％ 33.0％ 36.1％ 35.5％ 37.1％ 40.7％ 

資料…住民基本台帳 

 

① 緊急通報システム事業 

ひとり暮らし高齢者等にGPS機能付き緊急通報

装置を貸与し、常時の位置確認、緊急通報での警備

員の駆けつけ対応等を行います。 

 R２年度 R３年度 R４年度 

年度末利用者数 ８４人 ８１人 ８１人 

② 高齢者等見守りネットワーク活動支援事業 

ひとり暮らし高齢者や手助けが必要な人に対す

る市民による見守り体制を推進するため、市民団

体や関係機関、企業などと連携し、実施機関である

社会福祉協議会（市・各地区）の見守りネットワーク

活動を支援します。 

各年度３月３１日現在 

 R２年度 R３年度 R４年度 

要援護者台帳登録者数（人） 2,922 2,813 2,687 

 

⑵ 施設福祉 

① 養護老人ホーム 

６５歳以上で、環境上の理由や経済的理由により、

在宅での生活が困難な人の入所を措置します。 

 〇サービスの内容 

  ・食事・入浴等の日常生活のお世話 

  ・社会復帰の促進や自立した日常生活のための訓

練及び指導等 

 R２年度 R３年度 R４年度 

年度末措置者数 ７５人 ６５人 ６５人 

 

② 生活支援ハウス 

６０歳以上のひとり暮らしの人、夫婦のみの世帯

に属する人及び家族の援助を受けることが困難な

人であって、独立して生活することに不安がある人

（要介護認定者を除く）に生活の場を提供します。 

 〇サービスの内容 

  ・住居の提供 

  ・各種相談、助言 

  ・緊急時の対応等 

 R２年度 R３年度 R４年度 

年度末入所者数 ２４人 ２４人 ２４人 

 

⑶ 敬老事業 

① 敬老金等支給事業 

  高齢者の長寿を祝福し、敬老金等を支給します。 

 〇敬老金 

  ・９月１日現在で満８８歳の人 10,０００円 

 〇長寿祝金 

  ・１００歳に達した人 50,０００円 

 R２年度 R３年度 R４年度 

支給

者数 

長寿祝金（１００歳） ５５人 ５７人 ５３人 

敬老金（８８歳） ７７９人 ８０４人 ８５２人 
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⑷ 生きがいづくり支援 

① 老人クラブ活動等助成事業 

市老人クラブ連合会及び同連合会に加盟する単

位老人クラブの生きがい推進事業に対し、助成しま

す。 

〇対象事業 

 ・友愛訪問、施設訪問奉仕、環境美化、郷土芸能伝統

技術等の伝承活動、世代間相互理解の促進活動、

社会参加活動 

 R２年度 R３年度 R４年度 

クラブ数 １１３クラブ １１１クラブ １０９クラブ 

会 員 数 7,０２５人 6,５２１人 6,０６８人 

 

⑸ 地域支援事業（任意事業） 

介護保険事業の安定を図るとともに、被保険者及

び要介護者を介護する方々に対し、地域の実情に応じ

た必要な支援を行います。 

○栄養改善配食サービス事業 

 R２年度 R３年度 R４年度 

利用食数 7,５２９食 5,８８６食 ４,８１０食 

○成年後見制度支援事業 

 R２年度 R３年度 R４年度 

申立件数 ０件 ２件 ０件 

報酬助成件数 ０件 ０件 ４件 

 

 

《障害福祉》 

障害者総合支援法施行など、障害者福祉施策を取り巻く社会情勢の変化に対応すべく「障害者・障害児福祉計画」に基

づき、障害のある人があらゆる社会活動に参加・参画することができるまちづくりに努め、障害のある人もない人もそれ

ぞれの役割と責任をともに果たせる社会《共生のまち》の実現を目指します。 

 

⑴ 障害者の手帳取得状況 

① 身体障害者（手帳保持者）                                                      単位：人 

障害別 

階級 
年度 肢体不自由 視覚障害 聴覚・言語障害等 内部障害 計 

1級 

R2 531（53） 205（1） 37（0） 1,108（９） 1,881（63） 

R3 522（48） 197（1） 36（0） 1,080（7） 1,835（56） 

R4 502（48） 193（1） 33（0） 1,031（9） 1,759（58） 

2級 

R2 559（13） 119（0） 126（9） 26（0） 830（22） 

R3 545（12） 119（0） 126（8） 26（1） 816（21） 

R4 522（12） 122（0） 123（8） 25（2） 792（22） 

3級 

R2 502（5） 37（0） 97（5） 419（9） 1,055（19） 

R3 484（5） 38（0） 95（5） 422（7） 1,039（17） 

R４ 461（4） 34（0） 97（4） 420（6） 1,012（14） 

4級 

R2 765（6） 33（0） 129（1） 534（2） 1,461（9） 

R3 733（4） 33（0） 116（1） 526（3） 1,408（8） 

R４ 697（3） 27（0） 117（1） 498（1） 1,339（5） 

5級 

R2 339（3） 38（0） 1（0） 0（0） 378（3） 

R3 334（3） 35（0） 1（0） 0（0） 370（3） 

R4 325（3） 33（1） 1（0） 0（0） 359（4） 

6級 

R2 190（3） 19（0） 251（7） 0（0） 460（10） 

R3 183（4） 17（0） 244（7） 0（0） 444（11） 

R4 173（4） 15（0） 238（7） 0（0） 426（11） 

計 

R2 2,886（83） 451（1） 641（22） 2,087（20） 6,065（126） 

R3 2,801（76） 439（1） 618（21） 2,054（18） 5,912（116） 

R４ 2,680（74） 424（2） 609（20） 1,974（18） 5,687（114） 

※（ ）はうち１８歳未満 



  こども福祉   

89 

 

② 知的障害者（手帳保持者）           単位：人 

 療育手帳 A 

（重度） 

療育手帳 B 

（中程度） 
計 

R２年度 
692 

(111) 

857 

(184) 

1,549 

（295） 

R３年度 
698 

（108） 

878 

（180） 

1,576 

（288） 

R４年度 
695 

（109） 

923 

（201） 

1,618 

（310） 

※（ ）はうち１８歳未満 

③ 精神障害者（手帳保持者） 

          単位：人 

 １級 ２級 ３級 計 

R２年度 91 687 412 1,190 

R３年度 79 637 380 1,096 

R４年度 87 671 392 1,150 

⑵ 自立支援給付費の給付 

介護給付、訓練等給付など障害のある人の生活を

支援するさまざまなサービスを提供します。 

① 介護給付費 

日常生活上、継続的に必要な介護支援で、居宅介

護（ホームヘルプ）や施設における生活介護等に対

し、介護給付費を給付します。 

単位：人 

サービス種類 R２年度 R３年度 R４年度 

居 宅 介 護 174 175 179 

重 度 訪 問 介 護 14 16 16 

行 動 援 護 11 11 13 

同 行 援 護 40 41 40 

療 養 介 護 65 76 73 

生 活 介 護 428 415 408 

施 設 入 所 支 援 187 178 170 

短期入所（ショートステイ） 180 201 210 

② 訓練等給付費 

一定期間、身体機能又は生活能力の向上のため

の必要な訓練や、就労に必要な知識及び能力の向

上のための訓練に対し、訓練等給付費を給付します。 

単位：人 

サービス種類 R２年度 R３年度 R４年度 

自立訓練（機能訓練） 0 0 0 

自立訓練（生活訓練） 33 38 39 

宿 泊 型 自 立 訓 練 5 4 3 

就 労 移 行 支 援 59 72 57 

就労継続支援（A 型） 139 138 165 

就労継続支援（B型） 610 616 624 

共同生活援助（グループホーム） 298 323 336 

自 立 生 活 援 助 17 19 24 

就 労 定 着 27 23 19 

地 域 移 行 支 援 1 2 0 

地 域 定 着 支 援 ０ １ １ 

計 画 相 談 支 援 1,380 1,403 1,441 

③ 自立支援医療費 

（ア） 更生医療 

身体障害者の機能障害を除去したり、障害の程

度を軽くするために必要な医療（角膜手術・関節形

成手術・外耳形成手術・心臓手術・人工透析療法・中

心静脈栄養法など）に対し医療費を給付します。 

 R２年度 R３年度 R４年度 

人数 ４８３人 ４７８人 ４８０人 

（イ） 育成医療 

１８歳未満の児童の身体障害（肢体不自由・視覚・

聴覚・音声障害又は先天性内臓疾患など）を除去、

軽減する手術等に対し医療費を給付します。 

 R２年度 R３年度 R４年度 

人数 ５８人 ４２人 ３５人 

（ウ） 精神通院医療 

精神障害のある人が、精神科の病気に対する通

院医療を受ける場合、その医療費を給付します。 

 R２年度 R３年度 R４年度 

人数 2,０９５人 1,９８７人 2,１１０人 

④ 補装具費 

身体障害者手帳の交付を受けている人及び難病

患者等に対し、身体の欠損または機能の損傷を補

い、日常生活または職業生活を容易にするために

必要な用具の購入・修理・借受費を支給します。 

 R２年度 R３年度 R４年度 

身体障害者 

購入 １４３件 １３２件 １２７件 

修理 １０６件 １１９件 １２４件 

借受 － １件 － 

身体障害児 
購入 ５２件 ４５件 ５０件 

修理 ２８件 ３１件 ２７件 

 

⑶ 障害児通所支援給付費の給付 

障害を持つ子どもが身近な地域で障害福祉サービ

スを受けられるよう、通所支援給付費を給付します。 

 R２年度 R３年度 R４年度 

相 談 支 援 事 業 ５７０人 ６３３人 ６９６人 

児 童 発 達 支 援 １８６人 ２１８人 １８４人 

放課後等デイサービス ４２９人 ４８０人 ４９８人 

保育所等訪問支援 ５８人 ８０人 ７７人 

 

⑷ 地域生活支援事業の実施 

地域で生活する障害のある人の相談・ニーズを踏ま
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え、市の事業として次の事業を行います。 

① 日常生活用具給付等事業 

在宅の重度障害のある人に対し、自立生活を支

援するため日常生活用具の給付を行います。 

 R２年度 R３年度 R４年度 

身体障害者 2,６２８件 2,４４７件 3,１３４件 

身体障害児 ４５８件 ４２４件 ４０９件 

② 移動支援事業 

屋外での移動が困難な障害のある人について、

外出のための支援を行います。 

 R２年度 R３年度 R４年度 

実利用者数 ５４人 ５６人 ６１人 

延べ利用時間 3,３５８時間 3,０５６時間 2,885時間 

事 業 者 数 １３カ所 １４カ所 １４カ所 

③ 日中一時支援事業 

障害者等の日中における活動の場を確保し、そ

の家族の就労支援及び障害者等を日常的に介護し

ている家族の一時的な休息を図ります。 

 R２年度 R３年度 R４年度 

実利用者数 １８９人 １８４人 １７５人 

延べ利用件数 5,０８５回 5,１４５回 4,４４１回 

事 業 者 数 ２５カ所 ２７カ所 ２５カ所 

④ 地域活動支援センター事業 

障害のある人に対し、創作的活動又は生産活動

の提供、社会との交流の促進等の便宜を図ります。 

 R２年度 R３年度 R４年度 

延べ利用者数 9,１１２人 9,１５５人 9,２８８人 

事 業 者 数 ４カ所 ４カ所 ４カ所 

⑤ コミュニケーション支援事業 

聴覚、言語機能、音声機能等の障害者の意思疎

通を仲介するために、手話通訳や要約筆記を行う

者の派遣などを行います。 

⑥ 社会参加促進事業 

スポーツ・芸術文化活動等を行うことにより、障

害者の社会参加の促進を図ります。 

 

⑸ 心身障害者福祉医療費の支給 

身障手帳１～４級、療育手帳A1～B２、精神手帳１級（後期高齢者医療適用の人は身障手帳１～３級、療育手帳A１～B１、

精神手帳１級）を持っている人で、所得が一定範囲の人に、かかった医療費の一部（医療保険の自己負担から、一月に１回

８００円・月上限 1,６００円を限度に控除した額）を支給します。 

※後期高齢者医療適用で、身障手帳３級及び療育手帳 B1を持っている人は支給額が半額となります。 

※精神手帳を持っている人は、入院に係る医療費は対象となりません。 

区分 対象 項目 R２年度 R３年度 R４年度 

身 体 障 害 者 身障手帳１～４級の障害者 

年度末受給者数 1,９８９人 1,９４８人 1,９４１人 

受 診 件 数 40,３５１件 40,４９４件 38,６７４件 

支 給 額 188,312,３４４円 181,928,８４４円 172,450,５３８円 

知 的 障 害 者 療育手帳所持者 

年度末受給者数 ９３５人 ９５４人 1,０３２人 

受 診 件 数 12,７９２件 12,７０２件 13,８２６件 

支 給 額 41,929,００４円 40,970,５５１円 43,841,３７３円 

精 神 障 害 者 精神手帳１級の所持者 

年度末受給者数 ５９人 ６３人 ６１人 

受 診 件 数 ５３１件 ５１２件 ４６７件 

支 給 額 1,535,４２２円 1,447,２５６円 1,431,８５０円 

後期高齢者医療適用者 重度心身障害者 

年度末受給者数 1,４３９人 1,４３４人 1,４１９人 

受 診 件 数 19,６６２件 18,８２８件 19,２６４件 

支 給 額 72,630,１４９円 70,042,６７０円 67,578,２６４円 

計 

年度末受給者数 4,４２２人 4,３９９人 4,４５３人 

受 診 件 数 73,３３６件 72,５３６件 72，２３１件 

支 給 額 304,406,９１９円 294,389,３２１円 285,302,０２５円 
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⑹ 特別障害者手当等の支給 

重度障害者（児）に対し特別障害者手当等を支給し

ます。 

① 特別障害者手当 

２０歳以上で重度の障害の状態にあるため、日常

生活において常時特別の介護を必要とする在宅の

人に支給します。 

② 障害児福祉手当 

２０歳未満で重度の障害の状態にあるため、日常

生活において常時特別の介護を必要とする在宅の

人に支給します。 

③ 福祉手当（経過措置分） 

２０歳以上で、制度改正（昭和６１年４月１日）前の

福祉手当を受給している人のうち、特別障害者手

当または障害基礎年金の支給を受けることができ

ない在宅の人に支給します。 

④ 諫早市心身障害児福祉手当 

精神又は身体に障害を有する児童を養育する保

護者に支給します。ただし、障害児福祉手当が支給

される児童、及び施設に入所している児童の保護

者には支給されません。 

 R２年度 R３年度 R４年度 

特別障害

者手当 

受給者

数 

１７３人 １７４人 １７７人 

手当額

（月額） 

27,３５０

円 

27,３５０

円 

27,３００

円 

障害児福

祉手当 

受給者

数 

１３５人 １３９人 １３５人 

手当額

（月額） 

14,８８０

円 

14,８８０

円 

14,８５０

円 

福祉手当

（経過措置

分） 

受給者

数 

４人 ４人 ４人 

手当額

（月額） 

14,８８０

円 

14,8８０

円 

14,８５０

円 

諫早市心身障

害児福祉手当 

受給者

数 

６７人 ７４人 ７２人 

手当額

（月額） 

2,000

円 

2,000

円 

2,000

円 

 

⑺ 諫早市新道福祉交流センター 

スポーツ・レクリエーションを通じて、障害者・高齢者

が社会参加及び生きがい活動の推進を図る福祉施設

です。 

① 所在地  諫早市新道町９９９番地１ 

② 開設日  平成１６年４月１日 

③ 建物面積 1,092.６６㎡ 

（利用状況） 

 
開館日数

（日） 

利用者数 利用者数計

（人） 障害者（人） 一般（人） 

R２年度 288 8,575 13,949 22,524 

R３年度 258 7,665 14,199 21,864 

R４年度 304 8,895 14,153 23,048 

 

 

 

《児童福祉》 

 幼児期の教育・保育、地域の子ども・子育て支援を総

合的に推進するため、「諫早市子ども・子育て支援事

業計画」を策定し、子ども・子育て支援の質・量など、

全ての子どもが健やかに成長できる社会づくりを目

指します。 

 

１ 児童福祉 

⑴ 就学前児童数            各年度４月１日現在 

 R３年度 R４年度 R５年度 

就学前児童数 6,５５４人 6,４１６人 6,１５９人 

０ 歳 児 数 ９２１人 ９３４人 ８９６人 

 

⑵ 児童手当の支給 

中学校修了前までの児童を養育している人に支給

しています。 

 R２年度 R３年度 R４年度 

受給者数 8,９７１人 8,８３３人 8,７０４人 

支給対象延児童数 193,２６８人 190,７３５人 184,２９８人 

支給額 2,148,３９５千円 2,111,２３０千円 2,051,９８０千円 

※受給者数は、各年度６月定期払時の数 

※支給額は、決算額 

 

児童１人当たり支給月額 

支給月額 

０歳～３歳 15,０００円 

３歳～ 

小学生 

第１子、２子 10,０００円 

第３子以降 15,０００円 

中学生 10,０００円 

所得制限超過の場合 特例給付 5,０００円 

※所得上限限度額以上の場合は、手当支給なし 

（R4.６月分～） 
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⑶ 児童扶養手当の支給 

 父または母と生計を同じくしていない児童を監護す

るひとり親、又は養育（同居・監護・生計維持）する養育

者に対して支給しています（児童とは、１８歳に達する

日以後の最初の３月３１日までの間にある者、または２

０歳未満で政令で定める程度の障害の状態にある者

をいいます）。 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

受給資格者数 1,５２７人 1,５４７人 1,５００人 

（内全部停止者） （１７５人） （１９４人） （２００人） 

支 給 額 675,590,８００円 666,592,８６０円 639,341,１３０円 

※受給資格者数（内全部停止者）は、各年９月末現在 

※支給額は、決算額 

 

⑷ 市内保育所等の入所状況（認定こども園を含む） 

各年度４月１日現在 

区分 R３年度 R４年度 R５年度 

施 設 

公立 ２カ所 ２カ所 ２カ所 

私立 ５６カ所 ５７カ所 ５７カ所 

計 ５８カ所 ５９カ所 ５９カ所 

定 員 

公立 ２４０人 ２４０人 ２４０人 

私立 3,８２０人 3,９５２人 3,８８７人 

計 4,０６０人 4,１９２人 4,１２７人 

現 員 

公立 ２５３人 ２５６人 ２４３人 

私立 3,７１２人 3,７１１人 3,６６０人 

計 3,９６５人 3，９６７人 3,９０３人 

入所率 

公立 105.4％ 106.7％ 101.3％ 

私立 97.1％ 93.9％ 94.2％ 

計 97.6％ 94.6％ 94.6％ 

・保育料の軽減措置 

 同一世帯から２人以上の兄弟が同時入所（幼稚園及

び認定こども園等を含む）している場合は、２子目以

降は無料となります（多子計算には、課税状況により

制限があります）。 

⑸ 学童クラブ 

 保護者が昼間家庭にいない小学校児童等に対し、適

切な遊び・生活の場を与え、児童の健全育成活動を行

います。 

区  分 R２年度 R３年度 R４年度 

施設数 ４６クラブ ５０クラブ ５１クラブ 

児

童

数 

小学校１～３年生 1,５７７人 1,５９２人 1,６２４人 

小学校４～６年生 ５４８人 ５２３人 ５３４人 

小学校全学年 2,１２５人 2,１１５人 2,１５８人 

 

⑹ 児童館 

 児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、情

操を豊かにすることを目的とする児童厚生施設です。 

○利用者数 

施設名 R２年度 R３年度 R４年度 

諫早市高来東児童館 5,９８６人 4,５０４人 7,５３８人 

諫早市高来西児童館 3,１０５人 2,８４８人 2,１３１人 

合計 9,０９１人 7，３５２人 9,６６９人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑺ 病児保育 

 病気中の児童の保育を行います。 

施設名 R２年度 R３年度 R４年度 

ぞうさんルーム（（医）前田小児科） ６０１人 ７０３人 ８９２人 

びっきーハウス（（医）みどり会ますだ小児科内科医院） ２３７人 ３２４人 １５３人 

合計 ８３８人 1,０２７人 1,０４５人 

※利用対象者：諫早市民、概ね生後４カ月～小学生までの児童 

 

⑻ 幼稚園 

 市内幼稚園の入所状況については、「教育」－「学校施設」の項を参照。 
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⑼ 福祉医療費の支給 

① 子ども 

  中学校卒業までの子どもを対象に、かかった医療費（保険診療分）の一部を支給します。 

区分 対象 項目 R２年度 R３年度 R４年度 

乳児 ０歳児 

受給者数 ８９９人 ９３６人 ９０１人 

支給件数 12,３７６件 13,４６７件 12,１９８件 

支 給 額 30,315,０３９円 38,770,０５７円 33,562,５０３円 

幼児 小学校就学前児 

受給者数 6,７５３人 6,５６８人 6,３７２人 

支給件数 75,８９７件 84,９８３件 81,８８２件 

支 給 額 99,162,６７４円 121,131,６７２円 107,692,４３６円 

小・中学生 
小学校入学～ 

中学校卒業まで 

受給者数 10,０４５人 10,１１９人 10,０７９人 

支給件数 49,８１３件 52,９１６件 72,８６６件 

支 給 額 92,119,４４５円 97,797,０４０円 137,391,９０６円 

合計 

受給者数 17,６９７人 17,６２３人 17,３５２人 

支給件数 138,０８６件 151,３６６件 166,９４６件 

支 給 額 221,597,１５８円 257,698,７６９円 278,646,８４５円 

※受給者数は、年度末。支給額は、決算額。 

② 母子・父子・寡婦 

母子家庭または父子家庭の人（母または父およびその子）や寡婦等の人で、所得が一定範囲内の人に、保険診療分の

医療費の一部を支給します。 

区分 対象 項目 R２年度 R３年度 R４年度 

母子家庭の母 
配偶者のいない女子で２０

歳未満の子を監護する人 

受給者数 1,２２３人 1,１７５人 1,１２３人 

支給件数 9,４４７件 9,９００件 10,０７０件 

支 給 額 24,185,１６８円 26,877,７８８円 26,644,１２５円 

母子家庭の子 
１８歳未満 

（高校在学中は２０歳未満） 

受給者数 1,４７２人 1,４１９人 1,３７９人 

支給件数 8,０３２件 7,９７６件 9,０１３件 

支 給 額 16,672,４３８円 16,374,０７０円 18,286,１４０円 

父子家庭の父 
配偶者のいない男子で２０

歳未満の子を監護する人 

受給者数 ７０人 ６６人 ５３人 

支給件数 ４４１件 ４０９件 ３４２件 

支 給 額 1,426,４９６円 1,309,１９９円 1,343,１７１円 

父子家庭の子 
１８歳未満 

（高校在学中は２０歳未満） 

受給者数 ９９人 １０１人 ７７人 

支給件数 ４５１件 ４５７件 ４８６件 

支 給 額 1,345,４９６円 1,180,３９７円 1,152,７１９円 

寡 婦 等 
独り暮らしで６０歳以上７０

歳未満、入院のみ 

受給者数 １人 １人 １人 

支給件数 ０件 ０件 ０件 

支 給 額 ０円 ０円 ０円 

合計 

受給者数 2,８６５人 2，７６２人 2,６３３人 

支給件数 18,３７１件 18,７４２件 19,９１１件 

支 給 額 43,629,５９８円 45,741,４５４円 47,426,１５５円 

※受給者数は、年度末。支給額は決算額。 

 

⑽ 未熟児養育医療の給付 

 身体の発育が未熟なままで生まれた乳児を対象に、

指定養育医療機関の医師が入院養育を必要と認めた

場合、その養育に必要な医療を給付します。 

 

 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

支給者数 ３０人 ３２人 ３５人 

支給件数 ７４件 ８６件 １２２件 

支給額 7,249,３１１円 8,710,９６５円 12,274,８２２円 
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２ 家庭福祉 

⑴ 相談業務 

 家庭における児童の養育、虐待、非行問題などにつ

いて、専門的な相談に応じる「家庭相談専門員・こども

家庭支援員」、ひとり親家庭及び寡婦に対する生活相

談、自立に必要な情報の収集及び提供を行い職業能

力の向上及び求職活動に関する支援をする 

「母子・父子自立支援員」を配置し、各種相談に対応し

ます。 

【児童虐待等の相談件数】 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

養護 
児童虐待 ６３件 ４８件 ４４件 

その他 ４５件 ８８件 ７８件 

保 健 １件 ６件 ３件 

障 害 ０件 ０件 ０件 

非 行 ０件 ０件 ２件 

育 成 ２７件 ３８件 ２５件 

その他 ２件 ３件 ４件 

合 計 １３８件 １８３件 １５６件 

 

⑵ ひとり親家庭自立支援給付金 

 ひとり親家庭の母又は父の就職・自立の促進を図る

ため、一定条件を満たすひとり親家庭の母又は父に対

して給付金を支給します。 

① 自立支援教育訓練給付金 

就業相談を通じて、指定された講座を受講し、職

業訓練の開発を自主的に行うひとり親家庭の母又

は父に対し、講座終了後支給します。 

②  高等職業訓練促進給付金 

就労が見込まれる資格を取得するため、養成機

関において１年以上のカリキュラムを受講するひと

り親家庭の母又は父に、受講期間のうち上限４年

（令和３年４月１日から令和６年３月３１日までに修

業を開始する場合には６カ月以上）まで支給します。

なお、修学の最終年限１年間については、支給額を

４万円加算します。また、入学時の負担を考慮した

修了支援給付金を修了後に支給します。 

〇訓練促進給付金 

  ・月額 100,０００円（市民税非課税世帯） 

  ・月額  70,５００円（市民税課税世帯） 

〇修了支援給付金 

  ・月額  50,000円（市民税非課税世帯） 

  ・月額  25,000円（市民税課税世帯） 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

自立支援教育訓練給付金 １人 １人 ３人 

高等職業訓練促進給付金 ９人 ８人 １７人 

高等職業訓練終了支援給付金 ４人 ３人 ２人 

 

⑶ 母子父子寡婦福祉資金貸付 

ひとり親家庭、寡婦の福祉の増進と経済的な自立の

助成と生活意欲の助長及び児童の福祉の向上を図る

ため、無利子又は低金利で各種資金貸付を行います。 

【貸付対象者】 

ひとり親家庭の母又は父及び児童、寡婦と扶養する

子、父母のいない児童、母子・父子福祉団体 

【貸付資金の種類】 

就学資金、修学支度資金、技能習得資金、就業資金、

就職支度資金、医療介護資金、生活資金、住宅資金、

転宅資金、結婚資金、事業開始（継続）資金 

【返済方法】 

 月賦、半年賦又は年賦の元利均等償還 

 R２年度 R３年度 R４年度 

貸付件数 １２人 ２６人 ３６人 

 

⑷ ひとり親家庭等日常生活支援事業 

ひとり親家庭又は寡婦の方が、自立に必要な講習

会等の受講や疾病等の社会的な事由によりもしくは

保育等に支障を生じた場合などに家庭生活支援員を

派遣します。 

 R２年度 R３年度 R４年度 

延べ利用者数 ２９人 ６１人 ６５人 

利 用 日 数 ２９日 ５６日 ６５日 

 生 活 援 助 １８日 ２５日 ４５日 

 子育て支援 １１日 ３１日 ２０日 

 

⑸ ひとり親家庭学習支援事業 

経済的に学習塾に通うことが難しい、市内在住のひ

とり親家庭の小学生や中学生に対して、大学生や教員

ＯＢ等の学習支援ボランティアが学習を支援すること

により、児童の学習習慣と基礎学力の定着を図り、ひ

とり親家庭の生活の向上を図る。 
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 区分 
R３年度 

（９月～） 
R４年度 

延べ参加人数 
小学生 ２４７人 ６２２人 

中学生 ９４人 ２０９人 

 

 

３ すくすく広場 

妊娠期から子育て期にわたるまでの切れ目ない支

援体制を構築し、母子の健康保持、増進及び子どもの

健やかな成長を支援します。 

○施設住所 栄町 1-1アエルウエスト２階 

○開所日 令和２年８月２６日 

○開所時間 

９時～１７時（親子交流ホールは１０時～１６時） 

○休館日 

火曜日（火曜日が祝日の場合、翌平日）及び年末・年

始（１２月２９日～翌年１月３日） 

 

⑴ 子育て支援 

【すくすく広場事業】 

① 地域子育て支援センター 

子育ての不安・悩みなどに関する育児相談や親と子

どもたちのふれあいの場を提供しています。また、妊

婦の育児不安の解消にも努めます。 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

施 設 

公立 １カ所 １カ所 １カ所 

私立 ５カ所 ５カ所 ６カ所 

計 ６カ所 ６カ所 ７カ所 

利用者 

公立 4,８９１人 11,１３５人 7,５３９人 

私立 9,２５６人 8,３５６人 9,５００人 

計 14,１４７人 19,４９１人 17,０３９人 

 

② ファミリー・サポート・センター 

会員登録いただいた児童の預かりの援助を受けた

い者（依頼会員）と援助を行いたい者（提供会員）の相

互援助活動に関する連絡・調整を行います。 

 
R２年度 

（１１月～活動） 
R３年度 R４年度 

依頼会員 ７２人 １３１人 ２０８人 

提供会員 ３１人 ４６人 ５２人 

両方会員 ２人 ５人 ５人 

合 計 １０５人 １８２人 ２６５人 

活 動 数 １６件 ５９３件 ６４７件 

 

⑵ 母子保健 

【普及啓発事業】 

① 母子健康手帳交付 

妊娠中や出産の状況・子どもの乳幼児期の発育状

態を、一貫して記録する健康手帳として、また育児書

として活用していただくために交付します。 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

妊 娠 届 出 数 ９５３人 ８９４人 ８６８人 

母子健康手帳交付数 ９６１人 ８９９人 ８７８人 

 

② 両親学級（パパママ学級） 

新しい家族を迎えるにあたり、妊娠や出産、育児に

ついて理解を深め、家族の支援、育児参加をすすめる

ための教室を開催します。 

対象：妊婦とその家族 

内容：「お産の経過」「妊婦体験」などの講義と実技 

場所：すくすく広場 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

開催回数 ６回 １９回 ２４回 

参加人数 ７９人 ３０９人 ３６５人 

 

③ 妊産婦・乳幼児訪問指導 

家庭において、栄養・保健指導を必要とする妊産

婦・乳幼児に対して保健師や栄養士等による家庭訪問

を行います。 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

訪問件数 1,２２５人 1,９５８人 2,３４９人 

 

④ 乳児健康相談・離乳食教室 

乳児期の栄養、育児に関する相談・指導を保健師、

栄養士、歯科衛生士等が行います。 

内容：身長・体重測定、離乳食・育児相談、歯科指導（後

期）、プレブックスタート 

場所：すくすく広場及び各支所地域の公民館等 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

開催回数 ６７回 ５１回 ６５回 

参加人数 ８２８人 ７４４人 1,６３５人 

 

⑤ 産後ケア事業 

産後の母子に対し、心身のケアや育児サポートを行

います。 
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対象：産後１年未満の母子 

内容：母親の身体的ケア及び保健指導、母親の心理的

ケア、乳房ケア、育児の手法についての具体的

な指導及び相談等 

場所：市内産婦人科医院及び助産院 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

宿泊型 ２人 ６人 ９人 

通所型 １４人 １２６人 ２３８人 

 

⑥ フッ化物洗口推進事業 

幼児期のむし歯予防のため４・５歳児を対象に、集

団によるフッ化物洗口を実施する「保育所・幼稚園等」

に助成を行います。 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

助成実施園等 １４園 １０園 １６園 

参加人数 ５６７人 ４２８人 ５８２人 

 

【健康診査事業】 

① 妊婦健康診査 

妊婦の健康の保持増進と胎児の健全な発育を図る

ため、医療機関で健康診査を実施します。 

対象：妊婦 

内容：問診及び診察、血圧・身長・体重測定、尿化学検

査、血液検査（血液型、梅毒血清反応、貧血、ＨＢ

ｓ抗原検査、C 型肝炎抗体検査、グルコース、ＡＴ

Ｌ検査、ＨＩＶ検査、Ｂ群溶血レンサ球菌、風しんウ

イルス抗体価、不規則抗体）、超音波検査 

場所：県内医療機関（産婦人科） 

受診回数：出産までに１４回 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

延べ受診者数 12,３０３人 11,５９２人 11,２９３人 

 

② 妊婦歯科健康診査 

妊娠中から歯・口腔疾患の早期発見、早期治療のた

め健診と指導を実施します。 

対象：妊婦 

内容：歯周疾患健診、保健指導 

場所：市内指定歯科医院 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

受診者数 ２８０人 ２６１人 ２９０人 

③ 新生児聴覚検査 

先天性聴覚障害を早期発見するため、出産直後に

産婦人科医療機関で行う聴覚検査費用の一部を助成

します。 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

受診件数 ８８８人 ９２３人 ８６１人 

 

④ 乳児健康診査 

乳児期の疾病や発達の遅れを早期に発見するため、

医療機関で健康診査を実施します。 

対象：乳児（前期：生後４～５か月、後期：生後１０～１１

か月） 

内容：問診、診察、身体計測 

場所：県内医療機関（小児科） 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

受診者数（前期後期計） 1,７１２人 1,６１５人 1,５８５人 

 

⑤ １歳６か月児健康診査 

１歳６か月児の心身の発達について総合審査を行い、

適切な指導と相談を行います。 

対象：１歳６か月～２歳未満児 

内容：問診、身体計測、内科・歯科検診、歯科・栄養・保

健指導、ブックスタート 

場所：すくすく広場及び各支所地域の公民館等 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

開催回数 ５０回 ５５回 ４５回 

受診者数 1,１２５人 ９７３人 ８８１人 

 

⑥ ２歳６か月児歯科健康診査 

２歳６か月児のう歯の予防と口腔衛生について歯科

医師等による助言指導を行います。 

対象：２歳６か月～３歳未満児 

内容：歯科検診、染め出し・ブラッシング指導、フッ素塗

布（希望者のみ）、歯科指導 

場所：医療機関（歯科） 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

受診者数 ９１７人 ８２３人 ８１８人 

 

⑦ ３歳児健康診査 

３歳児の心身の発育について総合診査を行い、適切
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な指導と相談を行います。 

対象：３歳６か月～４歳未満児 

内容：問診、身体計測、内科・歯科検診、視覚・聴覚検査、

尿検査、歯科・栄養・保健指導 

場所：すくすく広場及び各支所地域の公民館等 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

開催回数 ５５回 ６２回 ４８回 

受診者数 1,２１９人 1,１６８人 ９４５人 

 

【子育て支援事業】 

① 発達専門相談 

ことばや心身の発達の遅れ、育児不安のある母子等

を対象に専門スタッフによる個別相談を行います。 

対象：１歳～就学前 

内容：臨床心理士、言語聴覚士、保健師による個別相     

談 

場所：すくすく広場、森山保健センター、多良見体育セ

ンター、高来会館 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

開催回数 ４９回 ４３回 ４１回 

参加人数 １４２人 １２９人 １０９人 

 

② 発達集団指導 

ことばや心身の発達の遅れ、育児不安のある母子等

を対象に母と子のふれあいの場を設け、専門スタッフ

による集団指導を実施します。 

対象：１歳～就学前 

内容：保育士、臨床心理士、言語聴覚士、作業療法士、

保健師による指導 

場所：すくすく広場 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

開催回数 ２７回 ７回 ２４回 

参加人数 ６６組 ２８組 ８２組 

 

③ ５歳児相談事業 

保育所・幼稚園などを専門職が巡回し、集団生活で

の相談に応じ、早期支援を実施します。 

対象：年度内に５歳になる児 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

対象者数 1,１８７人 1,２０１人 1,１８４人 

相談者数 ２８９人 １４８人 ３０１人 

④ 子育て支援ガイド配布事業 

子育てに必要な情報を一元化したガイドを作成し、

母子健康手帳交付時に配布します。 

 

⑤ 母子保健推進員活動 

母子保健推進員による家庭訪問や相談等の業務を

行い子育て支援の充実を図ります。 

母子保健推進員：８５人 

活動内容等 

ア）家庭訪問：こんにちは赤ちゃん訪問 

（生後４か月までの全戸訪問）妊婦・乳幼児訪問 

イ）母子保健事業に関する情報提供 

ウ）乳幼児健診等の受診勧奨等 

活動実績 

区分 電話 声かけ等 訪問（相談含む） 事業協力等 

R２年度 1,１７３件 ３６３件 ５４４件 １６６件 

R３年度 1，５０１件 ４０３件 ６８５件 １７３件 

R４年度 1,５６７件 ４６２件 ７０１件 ２９２件 

 

【妊娠支援事業】 

① 特定不妊治療費助成事業 

特定不妊治療にかかる費用の一部を助成し、不妊に

悩む方の経済的負担の軽減を図ります。 

対象：長崎県の特定不妊治療費助成事業を申請し、交

付を受けた市民 

内容：長崎県の助成事業に上乗せして実施する。１回

当たり４～１５万円を限度として助成 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

助成件数 １２６人 １１９人 １１２人 

 

⑶ 疾病予防 

【予防接種事業】 

病気の発生・まん延を予防し、市民一人ひとりの健

康を守るために、各種予防接種を実施します。 

① 定期予防接種 

○四種混合（ジフテリア、百日せき、破傷風、ポリオ） 

対象：生後２～９０月未満 

場所：医療機関 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

接種件数 4,０４２人 3,７１５人 3,５４３人 
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○麻しん及び風しん 

 対象：生後１２～２４月未満、５歳以上７歳未満で小学

校就学前の１年間にある人 

 場所：医療機関 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

接
種
件
数 

麻しん風し

ん混合 
2,２０１件 2,０６６件 2,０３７件 

麻しん ０件 ０件 ０件 

風しん ０件 ０件 ０件 

 

○日本脳炎 

 対象：生後６～９０月未満、９～１３歳未満 

 場所：医療機関 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

接種件数 5,５３５件 3,０３２件 3,８４６件 

 

○二種混合（ジフテリア、破傷風） 

 対象：１１～１３歳未満 

 場所：医療機関 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

接種件数 1,１０９件 1,０１４件 ９３７件 

 

○BCG 

 対象：１歳に至るまでの間 

 場所：医療機関 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

接種件数 ９８４件 ９５７件 ８７２件 

 

○ヒブ・小児用肺炎球菌 

 対象：生後２月～６０月未満 

 場所：医療機関 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

ヒブ 3,９６９件 3,７１３件 3,５７１件 

小児用肺炎球菌 3,９１４件 3,７０７件 3,５７５件 

 

○子宮頸がん予防 

 対象：小学６年生～高校１年生 

 場所：医療機関 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

接種件数 ２６８件 ６５５件 1,５２９件 

 

 

○水痘 

 対象：生後１２～３６月未満 

 場所：医療機関 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

接種件数 2,０８６件 1,８０２件 1,６８０件 

 

○B型肝炎 

対象：１歳に至るまでの間 

場所：医療機関 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

接種件数 2,８３９件 2,７６０件 2,６４６件 

 

○ロタウイルス 

 対象：（１価）出生６週０日後～出生２４週０日後 

     （５価）出生６週０日後～出生３２週０日後 

 場所：医療機関 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

１価 ３１７件 ４８５件 ６９２件 

５価 ６２０件 1,９８６件 1,６２４件 

※令和２年１０月１日から定期予防接種化 

 

② 任意予防接種 

○乳幼児・小学生・中学生インフルエンザ 

 対象：生後６月～中学３年生 

    ※中学生は平成２７年度から 

 場所：医療機関 

 期間：１０月～翌年２月の間に２回 

    ※中学生は１回接種 

区分 R２年度 R３年度 R４年度 

接種 

件数 

乳幼児 9,２２２件 7,１４４件 5,４４２件 

小学生 7,９２７件 6,１８４件 5，１３３件 

中学生 1,９０３件 1,３５６件 1,２５２件 

 

 

４ こどもの城 

 

⑴ 目的 

恵まれた自然環境の中で、子どもたちの主体的な活

動、子ども相互の交流、家族その他子どもたちを見守

る人々との交流等を通して、子どもたちの生きる力を

培うことを目的とします。 
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⑵ 開館日 

 平成２１年３月２０日 

 

⑶ 開館時間等 

 開館時間等：午前９時～午後５時 入館無料 

 休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日・休日の場合は翌平日） 

      １２月２９日～１月３日、その他臨時休館日 

 駐車場：施設前に１１０台（第１駐車場）、白木峰全体

で６４０台（第２～第４駐車場） 

 

⑷ 施設概要 

① 住所・電話 

   諫早市白木峰町８２７番地２ 

   TEL 0957-24-8017 

FAX 0957-24-8016 

 

② 規模 

 白木峰高原の約１０haの敷地内に鉄骨造３階建 

 延床面積：約２,８００㎡ 

 

③ 機能 

 【屋外施設】 

自然体験活動エリア、水遊び場・砂場などを備えた

木製デッキ、すべり台などを備えた自由広場、散策

路など 

 【屋内施設】 

天候に左右されずにのびのびと遊べる遊具を備え

た「遊びスペース」や「ごっこスペース」、団体利用に

も対応でき、多様な学習・体験活動が可能な「多目

的用途室」や「ものづくりスペース」など 

 

 

 

 

 

 

 

⑸ 利用方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑹ 主な事業 

① 子どものための体験活動事業 

児童生徒を主な対象に、表現力の向上や、人と人

とのつながりの体感などを育むことを目的として、

次のような事業を実施しています。 

 ・森のじかん（幼児期自然体験促進） 

 ・アドベンチャーワールド 

 ・学校等と協働して育む生きる力 

 ・屋外活動（周辺の森への散歩、焚き火など） 

 ・屋内活動（体操、絵本の読み語りなど） 

 

② 大人の学び啓発事業 

大人と子ども、大人同士のコミュニケーション、子

どもに関わる指導者と効果的な子育てや教育につ
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いて、コミュニケーションに関するワークショップを

通してともに考えることを目的に、次のような事業

を実施しています。 

 ・親のコミュニケーション・ワークショップ 

 ・指導者のコミュニケーション・ワークショップ 

 

③ 大人のための子育て応援事業 

市内の関係機関と連携しながら、市民が人との

つながりや温もりを再発見できるような、自然や他

者とふれる楽しさを体験できるこどもの城のプロ

グラムを提供することで、市民に子育てや教育に関

する課題等を啓発するため、次のような事業を実

施しています。 

 ・こどもの城出前講座 

 ・子育てワンポイント・コーナー 

 ・何でも相談コーナー 

 

④ こどもの城スタッフ・ボランティア研修事業 

自らの意志でボランティアとして活動したい方が、

スタッフとともに、企画力や対応力、子どもたちの

力を引き出す支援力などの向上を図るとともに、

自然環境に関する知識や安全に関する知識を習得

することを目的として、次のような研修を実施して

います。 

 ・企画研修 

 ・ファシリテーション研修 

 ・周辺自然環境研修 

 ・リスクマネジメント研修 

 ・自然体験活動研修 

 

⑺ 申込利用団体（市内）          （団体数） 

 R２年度 R３年度 R４年度 

保育園・幼稚園 11 18 29 

学童保育 0 0 0 

子育てサークル 6 7 13 

PTA 2 1 5 

学校 22 22 35 

青少年団体等 18 23 42 

その他 34 38 54 

計 93 109 178 

※「その他」には、実習、視察受入れ、講師派遣の数を含む。 

⑻ 主な実習・視察受入れ、講師派遣先（市外） 

① 実習受入れ 

 保育園、高等学校、大学など 

 

② 視察受入れ 

 各種行政、各種議会、幼稚園・保育園など 

 

③ 講師派遣先 

 国内各地学校、PTA、関連施設など 

 

⑼ 入館者数 

 令和５年５月末現在 延べ 1,179,２１７人 

 令和４年度 27,１４８人 

 ・平日平均     ６１人 

 ・土日祝日平均  １４５人 

※平成２７年度から月１回の「出前の日」を設定。その

他、台風接近や大雪による臨時休館計１６日。令和４

年度も、一部人数や時間などの利用制限をした上で

の臨時的運営。 

 

《生活保護・生活困窮者自立支援》 

生活保護は、生活、住宅、教育、介護、医療、出産、生業、葬祭の８つの扶助の種類があります。 

本市における生活保護の受給状況は、平成１７年３月の合併時、８４７世帯、１,３０８人、保護率 0.90％で、受給世帯、人

員ともに微増傾向で推移していました。平成２０年度から２６年度までの間は経済情勢の悪化を背景に世帯、人員ともに

急激に上昇しましたが、その後は微減傾向で推移しています。 

また、平成３０年度から大学進学の支援を図ることを目的として進学準備給付金が制度化されました。 

平成２７年度から実施している生活困窮者自立支援事業では、生活自立相談と住居確保給付金の支給を実施し、令和４

年８月からは、家計相談支援も取り組んでいます。 
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１ 生活保護 

⑴ 生活保護の世帯、人員、保護率、扶助費の推移 

 世帯（平均） 人員（平均） 保護率（平均％） 扶助費（千円） 

R２年度 1,520 1,947 1.45 3,059,172 

R３年度 1,530 1,958 1.47 2,997,912 

R４年度 1,550 1,972 1.49 3,101,302 

 

⑵ 保護の相談・申請・開始・廃止件数の推移 

 相談件数 申請件数 開始件数 廃止件数 

R２年度 375 185 151 166 

R３年度 341 181 154 122 

R４年度 395 208 170 177 

 

⑶ 生活保護の扶助別世帯、人員の推移 

 

生活扶助 住宅扶助 教育扶助 介護扶助 医療扶助 出産扶助 

月平均 月平均 月平均 月平均 月平均 月平均 

世帯 人員 世帯 人員 世帯 人員 世帯 人員 世帯 人員 世帯 人員 

R２年度 1,295 1,661 1,165 1,521 82 124 283 293 1,358 1,639 0 0 

R３年度 1,302 1,669 1,187 1,555 88 131 287 294 1,355 1,632 0 0 

R４年度 1,309 1,667 1,227 1,575 76 114 298 304 1,384 1,671 0 0 

 

 

生業扶助 葬祭扶助 就労自立給付金 進学準備給付金 保護施設事務 

月平均 月平均 月平均 月平均 月平均 

世帯 人員 世帯 人員 世帯 人員 世帯 人員 世帯 人員 

R２年度 35 43 2 2 1 1 0 0 22 22 

R３年度 37 50 1 1 0 0 0 0 24 24 

R４年度 46 61 2 2 0 0 0 0 24 24 

 

⑷ 保護の種類別扶助費の推移                                            （単位：千円） 

 生活扶助 住宅扶助 教育扶助 介護扶助 医療扶助 出産扶助 生業扶助 

R２年度 793,311 374,025 14,268 57,164 1,755,857 0 8,530 

R３年度 791,102 382,447 14,806 54,779 1,686,902 0 10,184 

R４年度 798,140 390,315 14,962 66,664 1,749,607 0 13,127 

 

 葬祭扶助 就労自立給付金 進学準備給付金 保護施設事務 

R２年度 4,745 970 1,400 48,902 

R３年度 2,655 277 800 53,960 

R４年度 3,738 679 1,100 62,970 

 

⑸ 世帯類型別被保護世帯数の推移（年度平均）                                 （単位：千円） 

 総数 高齢者世帯 母子世帯 傷病者世帯 障害者世帯 その他 

R２年度 1,520 776 74 235 206 229 

R３年度 1,530 785 77 229 204 235 

R４年度 1,550 826 73 231 160 260 
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２ 中国残留邦人等に対する支援給付 

〇支援給付の対象世帯（令和４年４月１日現在） 

１世帯（２人） 

 

 

３ 生活困窮者自立支援事業の推移 

 R２年度 R３年度 R４年度 

生活自立相談 
件数（件） 519 378 86 

支援プラン数（件） 85 91 89 

住居確保給付金 
受給者数（人） 67 41 18 

支給額（千円） 9,865 10,116 4,993 

家 計 相 談 

（R4.８月～） 
件数（件） － － 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


